
   

11/3  

11/5・6・7 

11/7 

11/13 

 

11/14 

 

「ビブリオバトル2024 in 高麗祭」を開催   

第26回図書館総合展に参加   

学生アドバイザーが第8回全国学生協働サミットに参加   

図書館主催出版社講演会「書店の法人営業という仕事 

－図書館の本の裏側－」（オンライン）  

JDreamⅢ講習会（オンライン）   

  

11/18 

 

11/25  

 

11/30  

■ 

※    

図書館・キャリアサポートセンター共催「日経テレコン・日経BP記事

検索サービス講習会」（オンライン） 

図書館・キャリアサポートセンター共催「東洋経済DCL・eol講習会」

（オンライン）  

学生アドバイザーがSupporters’Forum2024に参加  

図書館見学（11/15・22・27）高校生他58名、保護者6名 

自由見学11/20 65名  

 

月別展示 図書館員のおすすめ 

図書館彙報  

インフォメーション 

■回答時間 約3分。 

■Web上のフォームで 

  回答できます。 

 

発行：城西大学水田記念図書館 
350-0295 
埼玉県坂戸市けやき台1-1 

 
TEL:049-271-7736 
FAX:049-286-8126 

 
mail：library1＠josai.ac.jp 
URL:  https://ibopac.josai.ac.jp/  

P. 1 巻頭言 P. 2 学生選書｢ブックハント2024 Part2｣  P. 3 アドバイザー通信 
P. 4 図書館員のおすすめ、インフォメーション  

3階 ミニ展示 

ここ数年の、映画化・ドラマ化された、またはこれから公開予
定の国内小説を集めました。 
「え、本当はこんな結末だったんだ」「こんな過去があったん
だ」など、オリジナルでしか味わえない楽しみや深みが原作に
はあります。年末年始のお供に、1冊いかがですか。 

■回答時間 約3分。 

■Web上のフォームで 

  回答できます。 

 

図書館カレンダー

学生が投稿した書評をPOPにして、図書と一緒に展示して
います。  

推しの本  学生の推し本をお楽しみください！ 仮面本  インスピレーションで本を選んでください！ 

表紙を隠した本を11冊用意しています。今回のテーマは
「食」。 

あすなろの哀しさと美しさ～それでも，あすは…～  

                          経営学部 准教授 篠原 康男  

 自分のこれまでの人生を振り返ってみても，図書館や本

というものに縁深かったのかと言われると，全くもって自

信がない。以前恩師に，「大学教員にとって重要なものは

いくつかあるけれど，最後にものをいうのは教養だよ」と

言われたことがある。その言葉が印象的だったのか，城西

大学に着任してからは気になった本はすぐ買うようにして

いる。が，日々の業務に追われ，積読となってしまった本

はかなりの数になり，そろそろ時間を作って読まなければ

さすがにまずくなってきた。そんな自分に図書館報

『BookMark』の巻頭言の依頼が来た時は一瞬目を疑った

が，これも何かの縁，いや運命なのかもしれない。 

 さて，何を書こうかと逡巡したが，図書館と言えばやは

り本であろう。積読している身で恐縮だが，私は『あすな

ろ物語』（井上靖，1958年）という本が忘れられない。

この作品は，主人公の梶鮎太が，少年から壮年にかけて出

会う人々，特に6人の女性との出会いを通じて，多くを学

び，感じて，人としてのあり方を見出しながら，人間とし

て成長していく物語である。本の題名にある「あすなろ」

とは，漢字で「翌檜」と書き，針葉樹の一種として実在す

るが，作中では樹木そのものの話ではなく，人の生き様を

表す表現として「あすなろ」が使われている。作中のある

場面（第1章）で，少年時代の鮎太は親戚の少女冴子か

ら，「あすは檜になろう、あすは檜になろうと一生懸命考

えている木よ。でも、永久に檜にはなれないんだって！ 

それであすなろうと言うのよ」とあすなろについて説明を

受けている。この場面だけを切り取れば，あすなろとは

「永久に檜になれない悲しさ」を表すものであるといえよ

う。しかし，鮎太が大学生になった場面（第3章）では，

友人たちが出世していく様を見て，「（友人たちは檜に

なった一方で）僕だけかな，（檜になれず，檜になれな

い）翌檜なのは！」と心情を吐露した際，想い人である信

子から「だって，貴方は翌檜でさえもないじゃあありませ

んか。翌檜は，一生懸命に明日は檜になろうと思っている

でしょう。貴方は何になろうとも思っていらっしゃらな

い」と指摘を受けている。つまり，檜になれるかどうかと

いう結果以上に，「あすは何ものかになろう」として，た

ゆまぬ努力をし続けるというその生き方こそが尊く，まさ

に人間を人間たらしめているということを示唆しているの

ではないだろうか。作中では，主人公鮎太も含め，その周

りには大勢のあすなろ達が登場するものの，戦争などの社

会情勢なども相まって，なかなか何ものにもなれないま

ま，「それでも，あすは…」と懸命に生きる人々の様子と

ともに，物語は幕を閉じる。人の世の儚さや無常さを描き

つつも，あすなろという，決して檜になれない運命を背

負った上で，それでもなお檜であることを望むそのあり方

は，哀しくて，美しいものだと私は感じる。確かに，人の

世はやりきれないことが多い。努力が実を結ぶとは限らな

い。何ものにもなれないかもしれない。それでも，「あす

なろ」という生き方は，人間にこそ相応しいと私は思う。 

 高校生の時の読書感想文の宿題で読んで以来であった

が，あの時と感じ方が違ったのは年齢や経験を重ねたから

かもしれない。あれから20年，いまだ檜になれそうな気

配はないが，あすなろとして生きていくことだけは，これ

からも忘れないようにしたい。 

  

 

11/18(月)～12/24(火) 

卒論応援キャンペーン 
 オンライン相談もやってるよ   

 気軽に相談してね 

 

図書館  
公式X  

図書館HP 
オンライン

相談 

図書館HPや公式Xでは、役立つ情報をお知らせし
ています。また、図書館員がオンラインでも資料
の相談を受け付けています。 

 

紹介された本は図書館で読めます。  

 『あすなろ物語・緑の仲間』井上靖著 

 （井上靖小説全集 ; 6）新潮社 

12月中はカウンター前に展示します。 

なくなり次第 
終了。 
お早めに！ 

紀尾井町キャン
パス図書室の 
カレンダーは 
こちらから 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://forms.office.com/r/W88SHBSVuM
https://twitter.com/lib_josai
https://libopac.josai.ac.jp/
https://forms.office.com/r/ngsks0C7hs
https://libopac.josai.ac.jp/top/whatsold5.htm#W-240829
http://opac.jiu.ac.jp/opac/calendar/?countercd=200001
https://libopac.josai.ac.jp/lecture/lecture20241212.html


『自分を変える話し方   -CHANGE 
YOUR THINKING,CHANGE YOUR 
LIFE-』寺田 有希著 クロスメディア・パブ
リッシング ／  インプレス (発売)  

アドバイザー通信 

全国学生協働サミット  

「ビブリオバトル2024 in 高麗祭」  
                                                      を開催しました   

11月7日（木）に開催された「第8回全国学生協働サ

ミットフォーラム」では、全国の大学図書館において

協働して活動する学生・教職員の前で、学生アドバイ

ザーの主な活動や企画したイベントなどを紹介しまし

た。 

クリスマスイベント 

10月15日～30日、学生選書「ブックハント2024 Part2」を

開催しました。ブックハントは、図書館で購入する図書を学

生が選べる企画です。リクエストされた電子ブック116冊を

購入しました。学生の選書コメントつきで、紹介します。 

同じ学生の視点から選ばれた本を、ぜひお楽しみください。  

コミュニケーション

能力をもっとあげた

いからです。 

賢い人がなぜ賢いか

知りたいから。 

『頭のいい人の独学術   -学習効果が
高まる自学自習の極意26-』(ポプラ新書) 
齋藤 孝著 ポプラ社 

この本を選んだ理由

は、アルバイトや就活

のトラブルではどのよ

うな事があり対処して

きたのか、今後働くう

えで参考になるのでは

ないかと考えました。 

『大学生のためのアルバイト・
就活トラブルQ&A   電子版』 
石田 眞著  旬報社  

『最後のトリック』(河出文庫) 

深水 黎一郎著  河出書房新社   

『首都圏発おいしい道の駅 ドライブ   

2024』（まっぷるマガジン  関東）  

昭文社  

道の駅がとても好き

なので見てみたい。 

ドライブが好きだか

ら。 

『サッカーの経済学』 
（サクッとわかるビジネス教養） 
平田 竹男監修 新星出版社   

サッカーが好きなの

で、プロサッカーの

現場のビジネスを知

ることができそう

だったので選びまし

た。 

ミステリー小説が好

きなのですが、大学

生になってからあま

り読む機会が減った

ので、凄く興味を引

かれたからです。 

『図解 眠れなくなるほど面白い 

睡眠の話』 
西野 精治監修 日本文芸社    
 

睡眠について興味が

あるから。 

睡眠について悩みが

あるので快眠できる

方法を知りたいか

ら。 

優柔不断なため読み

たいと思いました。 

『判断力の基本』 
鳥原 隆志著 WAVE出版   

『おとな六法』 

岡野 武志著  アトム法律事務所著   
クロスメディア・パブリッシング  
／  インプレス (発売)   

●将来に必要だから。 

●人気な人だから。 

『働く君に伝えたい「考える」の 

始め方』 
出口 治明著 ポプラ社  

『世にもあいまいなことばの秘密』  

（ちくまプリマー新書 ） 

川添 愛著 筑摩書房    

●面白そう。 

●楽しそう。 

めちゃくちゃ面白そ

うだった。 

図書館1階で展示も 

しています 

図書館総合展  

11月3日（日）、坂戸キャンパス23号館（JOSAI 

HUB）にて行われた地域連携センター「2024年度

地域連携活動発表会」に、学生アドバイザーが参

加しました。「地域へ広げる！学生アドバイザー

活動 協創の輪を広げよう2024」と題したポス

ターを展示し、今年度アドバイザーが参加した取

り組みについて、来場した方々へ紹介しました。 

11月3日（高麗祭1日目）、坂戸キャンパス高麗祭ステージで、今

年開催10回目となる学生アドバイザー主催ビブリオバトル「ビブ

リオバトル2024 in 高麗祭」を開催しました。 

秋晴れの下、大変多くの方にお集まりいただき、その声援を受け

ながら出場した4名のバトラーが、学内チャンプ本の座をかけて戦

いました。投票の結果、理学部化学科の田所さんが紹介した『コ

ンビニたそがれ堂』が、今年のチャンプ本に選ばれました。 

2024年度地域連携活動発表会 
                                     に参加しました 

学生アドバイザーが主体となり、今年度も力作と

なったポスターを出展しました。今年のテーマは

「がんばれ小学生！ 未来の博士を応援！」。城西

大学と相互協力を行っている近隣の公共図書館「坂

戸市立図書館」で実施した「楽しもう！図書館を

使った調べる学習コンクール応援講座」について、

2年間の活動をまとめました。  

11月5日(火)～7日(木)に開催された「第26回図書館総合展」に今年も図書館学生アドバイザー

が出展・参加しました。  

ポスターセッション 

● 

 

● 

● 

 

● 

ポスターは 
オンラインでも 
見られます 

ポスターはこちらから 
見られます 

https://web.d-library.jp/josai/g0108/hotlist/?hid=27
https://www.libraryfair.jp/poster/2024/264

